
白梅には、「保育」「教育」「心理」「福祉」等のプロフェッショナルの先生たちがズラリ。

それぞれの研究活動は、白梅の専門教育の確かさと奥行きの深さにそのまま結びついています。

このページでは 8人の先生にそれぞれの専門分野の解説をしてもらうとともに、

学ぶことの意義や楽しさについて語ってもらいました。

人を支える学問への情熱が、夢に向かって歩くあなたを優しくしっかり支えます。それぞれの学問分野を理解しよう
教員と専門分野白梅にはどんな先生がいるの？

学長

汐見 稔幸

世の中には数百種もの仕事があるといわれています。その中で今
後より大事になっていくだろうといわれているのが､人のケアをす

る仕事です。ケアというと介護や看護を思い浮か
べるかもしれませんが、それだけではありません。
保育や教育も子どもたちの育ちの大事なケアの
仕事ですし、地域づくりも人々のＱＯＬ＝生活の

質の向上のための大切なケア活動です。
育ちに困難を抱えた子ども､人生選択に
悩んでいる若者、学校にいけないで苦し
んでいる生徒、そうした人のケアも大切
な仕事になります。白梅は、質の高いケ
アができる人材を全力で養成している
大学です。

「質の高い」ケアを
めざす人を全力で
バックアップします

子ども学部 子ども学科

増田 修治 教授

小学校教育において大事なことは、子どもの現状をどう見ていくか
ということです。様々な状況に置かれている子どもたちが学びを豊
かにしていくための具体的な方法を学んだり、「教育とは何か」と
いう大きな課題を考えていくようにしています。
白梅では、小学校教諭になるための様々な素
養を身に着けさせるように工夫した
授業を展開しています。

小学校教育分野

子どもたちの学びを
豊かにするための方法や
教育とは何かを考えます

大人が促さなくても、子どもは、何だろう？ ／知りたい／やってみた
い／と思っています。石をのけて、蟻の巣をじっとながめているとき
も、友だちが転んで泣いているときも、初めての糊付けに集中して
いるときも、子どもたちは一生懸命考えています。そのけなげな思
考の芽生えを支えるのが保育です。保育の専門性として、人生の第
一段階である乳幼児期について、発達、遊び、ケア、学びなど、その
時期特有の知見が必要になります。子どもの相手をすることが少し
苦手でも、子どもを見ていることが楽し
ければ、保育の入口に踏み込む素地
は充分です。

子ども学部 子ども学科

髙田 文子 学部長・教授

保育・幼児教育分野

「何だろう？」
「知りたい」という
思考の芽生えを
支えるのが保育

地球の裏側と瞬時に連絡がとれる時代になり、外国語は交流のた
めの必須の手立てとなりました。とりわけ英語は多くの人々が使用
する言葉として、世界中で学ばれています。
日本から海外に出かけるだけでなく、日本にやってくる外国人も増
え続けています。ビジネスの世界は言うまでもなく、保育や教育、
福祉の世界でも外国語が重視される時代です。
日本語を豊かにしつつ、外国語を学ぶことは21世紀を生きる私た
ちの基本でもあります。白梅では英語の基礎から学べるように準
備しています。

国際人として
　　　英語を学ぶ

短期大学 保育科

瀧口 優 教授

教養分野（英語教育）

人の不思議さ、おもしろさへの素朴な関心が、心理学を学ぶ根底に
あると思います。子どもって不思議！？ もっと知りたい！ と思ったときに、
子どもをよく見たり（観察）、話をしたり（面接）、用意した課題をやって
もらって反応をみたり（実験・検査）など、様々な方法を用いてアプロー
チするのが心理学の特徴です。これらを通して身につけた人を多角的
に捉える力は、困難を抱
えている子どもの支
援はもちろん、将
来、様々な場面で、
様々な人と関わる
力となっていくと
思います。

心理学を通して身につけた
人を多角的に捉える力は
多様な人と関わる力に

子ども学部 発達臨床学科

佐久間 路子 教授

心理分野

子ども学部
子ども学科

長谷川 俊雄 教授

社会福祉分野

子どもは明るく元気で笑顔であってほしい！ しかし、貧困・虐待・いじめ・
孤立・生きる希望を持てないなどの悩みや不安を手にしている子ども
たちがいます。こうした困難に直面している子どもたちが明るく元気に
笑顔で過ごせるために、子どもたちに寄り添える大人が必要です。
その大人のひとりとして、子どものことと子どもが直面する困難を理解
できて、子どもに伴走しながら解決へ向けて取り組める専門職が求め
られている時代を迎えています。
保育士資格と社会福祉士資格を取得して、子どもの「いのち・暮ら
し・尊厳」を守る専門職を目指してみませんか！ あなたを必要とし
ている子どもたちが待っています。　

困難に直面する
子どものいのち・
暮らし・尊厳を守る
専門職をめざそう

子ども学部 家族・地域支援学科

森山 千賀子 教授

介護福祉分野

その人らしい
生活って何？
私たちの日常の
生活から考えます

介護とは、障がいや疾病などによって生活に不自由さをもつ人たちに、
日常的な生活支援を通して向き合い、その人らしい生活が行えるように
する行為（営み）です。福祉とは、「しあわせ」や「ゆたかさ」を意味する言
葉です。介護福祉士は、人の生き方や個別性を理解して日常的な生活
支援を行い、一人ひとりが望むゆたかな暮らし、その人らしい生活に
向き合い続ける専門職です。　
白梅では、心豊かな介護福祉士を目指し、知識・技術だけではなく
人間理解に努め、他者への向き合い方などを学びます。

知的障害や肢体不自由のある子どもたちは「日常生活の指導」「遊
びの指導」「生活単元学習」「自立活動」など、体験に結びついた授
業の中で「生きる力」を身につけます。自閉症スペクトラム障害の子
どもにとっては教室環境も大事です。本分野では、知的障害、学習障
害、肢体不自由など、さまざまな障害について理解し、困難を抱えた

子どもに対する発達支援や学習支援、保護者支援のあり方に
ついて学びを深めていきます。

困難を抱えた
子どもたちへの
教育や支援を学ぶ

子ども学部 発達臨床学科

堀江 まゆみ 教授

特別支援教育分野
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